








巣状糸球体硬化症,膜性増殖性腎炎および IgA腎炎を対象として carry-over 症例の実態を

検討した。これより,carry-over 様式には 3 型がみられた。つまり,(1)重篤な病変が持続

的に carry-over する,(2)持続的ではあるが,加えて急性再燃(とくに思春期の)が寄与する

もの,(3)小児期に発症し,一旦治癒したのち成入期に再発現する断続的な carry-over であ

る。とくに最後の断続型は IgA腎炎にみられるが,今後はこの点も考慮した対応が必要とな

ろう。 


